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女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

　
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
を
目
的

と
し
て
推
進
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

そ
の
委
員
と
し
て
４
月
21
日
に
17
名

の
委
員
が
町
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

�

委
員
会
は
男
女
共
同
参
画
社
会
実

現
の
推
進
や
そ
の
た
め
の
行
動
計
画

や
条
例
制
定
に
関
し
て
提
言
を
し
て

い
き
ま
す
。

�

こ
の
日
は
、
委
嘱
状
交
付
の
後
、

第
一
回
委
員
会
を
開
催
し
、
今
後
の

活
動
計
画
に
つ
い
て
熱
心
に
協
議
し

ま
し
た
。

�

新
し
い
町
の
中
で
地
域
の
皆
さ
ん

に
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
啓
発
し
理
解
を
得
て

い
く
か
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

�

国
の
「
男
女
共
同
参
画
基
本
法
・
基
本
計
画
」
、
県
の
「
男
女
共
同
参
画
基
本
条

例
・
基
本
計
画
」
、
そ
れ
に
県
内
の
市
町
村
に

お
い
て
も
続
々
と
基
本
計
画
や
条
例
が
制
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
富
士
河
口
湖
町
に
お
い
て
も
基

本
計
画
、
条
例
制
定
は
急
務
で
す
。

�

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
の
取
り
組
み
と

し
て
こ
れ
ら
を
前
提
と
し
た
地
域
へ
の
啓
発
活

動
は
大
き
な
仕
事
と
な
り
ま
す
。
第
一
回
目
の

委
員
会
で
は
推
進
活
動
に
つ
い
て
の
方
向
を
検

討
し
ま
し
た
。
今
後
こ
の
ペ
ー
ジ
を
と
お
し
て

具
体
的
な
推
進
活
動
を
お
知
ら
せ
し
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
域
へ
出
向
い
て
の
懇
談
会
や
学
習
会
の
機
会

を
持
つ
予
定
で
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

�

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
町
民
一
人
ひ
と
り
が
男
女

共
同
参
画
に
つ
い
て
の
意
識
や
自
立
の
意
識
を
も
つ
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
「
男
女

共
同
参
画
社
会
」
な
ど
と
い
う
と
む
ず
か
し
い
こ
と
ば
で
す
が
、
わ
か
り
や
す
く
い

う
と
男
女
を
問
わ
ず
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
と
個
性
を
生
か
し
て
、
お
互
い
が
尊

重
し
あ
い
な
が
ら
平
和
で
豊
か
な
社
会
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
な
の
で
す
。

�

こ
こ
で
17
名
の
委
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

　
委

員

長
　
高
橋
佐
知
代 

 
(

河
口)

　
副
委
員
長
　
渡
辺
　
秀
樹
（
西
湖
西
）

　
　 

〃
　
　 

倉
沢
　
洋
一
（
勝
山
）

　
委
　
　
員
　
穂
阪
　
四
郎
（
船
津
）
　
梶
原
　
経
子
（
船
津
）
　

　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
節
子
（
小
立
）
　
渡
辺
　
順
子
（
小
立
）
　

　
　
　
　
　
　
小
池
　
亦
彦
（
小
立
）
　
三
浦
　
亜
弥
（
小
立
）

　
　
　
　
　
　
堀
内
　
和
子
（
大
石
）
　
横
田
　
聖
美
（
大
石
）
　

　
　
　
　
　
　
中
村
　
武
夫
（
河
口
）
　
佐
藤
　
安
子
（
河
口
）
　

　
　
　
　
　
　
小
佐
野
榮
子
（
勝
山
）
　
堀
内
　
紘
江
（
勝
山
）

�

　
　
　
　
　
三
浦
　
信
子
（
長
浜
）
　
渡
辺
　
幸
子
（
西
湖
南)

 

�

男
女
共
同
参
画
に
よ
る
豊
か
な
町
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
皆
さ
ま
と
と
も
に
推

進
委
員
会
の
活
動
が
す
す
め
ら
れ
る
よ
う
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

��

　
新
町
建
設
計
画
の
中
で
女
性
が
い
き
い
き
と
活
動
す
る
拠
点
と
し
て
「
女
性
交
流

セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
交
流
セ
ン
タ
ー
（
中
央
公
民
館
内
）
の
本
格
的
な
運
営
に
向
け
て
中
央
公
民
館

を
準
備
室
と
し
て
情
報
収
集
、
発
信
を
し
て
い
き
ま
す
。
女
性
た
ち
が
交
流
し
、
互

い
に
助
け
合
い
高
め
あ
え
る
場
所
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
皆
さ
ま
と
と
も
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
考
え
、
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
皆

さ
ま
の
お
知
恵
と
行
動
力
で
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
男
女
共

生
の
理
念
か
ら
男
性
・
女
性
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
申
込
み
、
問
合
せ
は
生
涯
学
習
課
男
女
共
生
・
国
際
係
ま
で
。

　
　
℡
７
２
‐
６
０
５
３
　f

a
x

：
７
２
‐
２
３
５
２

　
　
Ｅ-
メ
ー
ル
：s

y
o
u
g
a
i
@
t
o
w
n
.
f
u
j
i
k
a
w
a
g
u
c
h
i
k
o
.
y
a
m
a
n
a
s
h
i
.
j
p

�

　
　
　
　
　
（
ご
意
見
ご
提
案
な
ど
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
）
　

「
富
士
河
口
湖
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
」
ス
タ
ー
ト

女
性
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
（
仮
称
）

募 

集
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ご意見・ご質問は、TEL（FAX）0555－20－3510　河口湖フィールドセンター　自然共生研究室まで

ゲンジボタルの幼虫　元気に大きくなりました

野生のニホンザルの生態調査を開始しました

富士と湖の自然をみつめて富士と湖の自然をみつめて

　今年も、河口湖畔４ヶ所のビートープへの定着をめざして研究室１階の飼育室で飼育してきましたが、冬に雪が少な

く３月以降暖かかったこともあってか、例年より早く大きくなり、大部分が終令幼虫（サナギになる前の幼虫）になり

ました。昨年は、冬に雪も多く気温も低めでしたので、残ったのは１５％でしたが、今年は４分の１以上（２６％）が

冬を越し、その内の７３％にあたる約1900匹が終令になりました。

　そこで、４月24日には、八木崎公園と大石公園の２ヶ所で、河口湖ジュニアレン

ジャーの子供達に約４００匹の終令幼虫を放流してもらいました（左写真）。今後、大

池公園施設にも放流する予定です。

　河口湖美術館施設では自然発生と放流を区別するため、昨年の春から幼虫を放流

していませんが、昨年、前の年のゲンジボタルから成虫が自然発生しましたので、

今年も６月26日（土）に開催予定の「ホタルの夕べ」で成虫を放すだけにしたいと

思っています。

�一方、いつもカワニナをもらいにいっている

豊富村では、カワニナがかなり残っているのに

ゲンジボタルがみられなくなっていました。そこで昨年、豊富村でお世話になって

いる池田清三さんを通じて地元の子供達と父兄にわき水から流れる水路をつくって

もらい、そこに自然共生研究室からカワニナの御礼としてわけたゲンジボタル幼虫

１５０匹を放流してもらいました（右写真）。公民館入口の看板にもそのことを書

いて下さっているそうですが、昨年数頭が羽化し「15年ぶりにホタルを見た」とい

う大人や、おにぎりを片手にじっとホタルの飛ぶのを待っていた子供もいたとのことで、今年も２３日に第１陣の終令

幼虫１００匹を分けました。

�しかし、この豊富村でも水路の改装と他の村からの採集でカワニナが激減しています。このままでは、豊富村でも富

士河口湖町でもゲンジボタル幼虫の飼育が出来ない状態にもなりかねません。ゲンジボタルを保護することは、この種

を含めた生態系を保護することになります。どちらも、ホタルが飛ぶと同時に、豊かな水と里山の自然が残されること

を願いつつ交流を続けたいと思います。

�

　ニホンイノシシの生態調査も今年度も継続し、捕獲地域を大石地区まで広げて実施していますが、昨年まで調査に協

力してくれた東京農工大学と山梨大学の学生が卒業しましたので、新しい担当学生をお願いしているところです。さら

に今年度からは、山梨県環境科学研究所動物生態学研究室・東京農工大学と共同で、富士河口湖町のニホンザルの生態

調査も開始しました。サルの研究主体は環境研の藤園洋研究員ですが、お互いにイノシシとサル

の調査を協力して行うことにしました。藤園さんは昨年から西桂町でサルの調査をしていました

ので、さっそく河口地区で１頭のオスに発信器を付けてくれました。３月下旬には、浅川地区の

方々のご協力でサル用の檻を２ヶ所設置することが出来、４月15日には皆の協力で１頭のメスに

発信器を付けて放すことが出来ました（写真）。

�発信器の位置を調べると群れの位置がわかりますので、サルの群れがどのように移動している

のかをつかむことが出来ます。更には今後「〇〇地区にサルが近づいています」といったサル警

報が出せればといったことも検討中です。イノシシ・サルの被害防除のためにも、今後とも調査

にご協力をお願いいたします。

＜ショート・ニュース＞
�河口地区で毎月調べているオオムラサキ幼虫、４月20日も１頭しかみつかりませんでしたが健在です。

�４月１６日（金）ＮＨＫ甲府で「チョウの宝庫富士山を守るために」が放送され渡辺通人が出演しました。

�４月１７日から来日予定でしたモンゴル大学の学生ですが、テロや不法就労の増加で日本大使館審査が厳しくなり学

生３名にビザが出されず計画延期になりました。宿泊予定だった「なべの家」他の組合の皆様には大変ご迷惑をおかけ

しましたが、事情を考慮して頂き今後とも宜しくお願いいたします。

�５月１３～１６日アースウォッチプロジェクト「富士山麓の絶滅危惧チョウ類」の開催が決定しました。全国から数

名のボランティアが当研究室と昭和大学萩原先生との共同研究を手伝って下さる予定です。
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税務課からのお知らせ

改めて「遊漁税」の目的についてお知らせします。

　富士河口湖町では、河口湖に訪れていただいた釣り客の皆様に、快適な

レジャーを楽しんでいただくと同時に、富士山の見える素晴らしい環境の

釣り場を目指し、平成13年７月１日より「遊漁税」を導入しました。皆様

方の深いご理解、ご協力をいただき、おかげさまをもちまして【駐車場・

トイレの整備、湖畔の清掃及び環境美化活動等】に対し、貴重な税を活用

させていただいております。

◆ご協力とお願い★

�遊漁税券及び釣り券につきましては、本年度は徴収強化年度とし、湖畔及び湖上（ボート釣り）

�の巡回パトロールを随時行っておりますので、“遊漁税券及び釣り券”の提示を求められた

�場合はご協力をお願いいたします。

　◆遊漁税の徴収内容◆
　河口湖漁業協同組合をはじめとし、特別徴収義務者に指定されている販売店

等から、釣り客の皆様方が釣り券を購入する際に、200円の『遊漁税』が一緒

に徴収されます。また年間券を購入の方には、別に１回200円の遊漁税券を販

売店等で購入することよって徴収されております。

『遊漁税』に関する問合せは、

町役場税務課へ

℡72－1113

社
協
主
催
　
手
話
講
習
会
受
講
者

�

初
め
て
の
「
手
話
通
訳
者 

 

誕
生
」

�

船
津
地
の
白
壁

由
里
子
さ
ん
が
、

当
町
で
は
、
二
人

目
と
な
る
山
梨
県

手
話
通
者
認
定
試
験

に
合
格
。
去
る
4
月
13
日

に 

『
山
梨
県
手
話
通
訳
者
』 

と
し
て
登
録
し
、

県
の
委
嘱
を
受
け
、
今
後
、
通
訳
活
動
に
従

事
さ
れ
ま
す
。

�

白
壁
さ
ん
は
、
３
年
前
の
町
社
会
福
祉
協

議
会
主
催
の
手
話
講
習
を
受
講
。
県
の
養
成

講
習
や
サ
ー
ク
ル
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、

今
年
３
月
に
見
事
難
関
を
突
破
さ
れ
ま
し
た
。

�

社
協
で
は
、
平
成
６
年
度
か
ら
手
話
講
習

会
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
初
め
て
の
手

話
通
訳
者
の
誕
生
に
大
喜
び
で
す
。

�

手
話
通
訳
者
は
郡
内
で
は
、
５
名
（
県
内

49
名
）
だ
け
な
の
で
、
白
壁
さ
ん
の
今
後
の

活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

��

足
和
田
・
勝
山
地
区
『
芙
蓉
の
湯
』

�

『
健
康
プ
ラ
ザ
』
へ
の
送
迎
開
始

�

準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
、
足
和
田
、
勝

山
地
区
へ
の
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

�

送
迎
対
象
者
…
70
歳
以
上
の
方

　�

　
　
　
　
　
身
体
障
害
者
手
帳
保
持
者

　
送
迎
実
施
日
…
毎
週
火
、
水
、
木
、
金�

　
な
お
、
送
迎
停
車
場
所
、
時
間
等
、
詳
細

に
つ
い
て
は
町
社
協
に
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

�

「
ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
お
く
る
運
動
」

　
　
　
　
　
　
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

�
ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
お
く
る
運
動
推
進
委

員
会
で
は
、
20
年
前
か
ら
救
援
物
資
と
し
て

毛
布
を
ア
フ
リ
カ
へ
送
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

は
、
河
口
湖
57
枚
、
勝
山
17
枚
、
足
和
田
４

枚
が
集
ま
り
、
全
国
で
約
15
万
枚
の
毛
布
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ

ま
だ
毛
布
は
必
要
で
す
。
家
で
眠
っ
て
い
る

毛
布
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
提
供
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

� 

回
収
期
間
　
５
月
17
日(

月)
 

～
20
日(
木)

 

回
収
時
間 

 

９
時
～
17
時(

12
時
～
13
時
は
除
く)

 

回
収
場
所
　
町
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、

�

　
河
口
・
大
石
・
勝
山
・
足
和
田
各
出
張
所

 

お
願
い
　
使
用
さ
れ
た
毛
布
は
、
必
ず
、
洗�

　
濯
し
て
下
さ
い
。
穴
が
あ
い
て
い
る
、
破
れ

　
て
い
る
、
綿
毛
布
や
ベ
ビ
ー
毛
布
、
毛
布
以

 
 

外
の
物
（
古
着
・
こ
た
つ
布
団
等
）
な
ど
は

 
 

ご
遠
慮
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…
ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
お
く
る

　
　
　
　
　
　
　
運
動
推
進
委
員
会

�

　 

（
電
話 

０
１
８
０-

９
９-

３
６
８
０
）

社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

県
主
催
　
平
成
16
年
度
受
講
生
　
募
集

�

山
梨
県
手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会

期 

日 

… 

５
月
23
日
～
２
月
４
日

�

　
　 

（
毎
週
金
曜
日
）午
後
７
時
～
９
時

場 

所 

… 

富
士
河
口
湖
町
中
央
公
民
館

　
申
込
み
用
紙
に
よ
り
、
５
月
13
日
（
水
）

ま
で
に
、
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
に

申
し
込
む
。
（
０
５
５
―
２
５
４
―
８
６
６
０
）

�

申
込
み
用
紙
は
、
町
社
協
に
あ
り
ま
す
。
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TEL 0555-72-5588　休館日　火曜日、祝日の翌日

上記公演のチケットに関するお問い合わせ

♪河口湖ステラシアターイベント情報♪♪河口湖ステラシアターイベント情報♪

2003年8月23日(土) 富士山河口湖音楽祭2003　佐渡裕指揮 SWOコンサートより

富士山河口湖音楽祭２００４情報富士山河口湖音楽祭２００４情報富士山河口湖音楽祭２００４情報 8月15日●～8月21日●日 土

7日間
8月15日●～8月21日●日 土

7日間
　今年で3回目を迎える富士山河口湖音楽祭！

参加する喜び、素敵な音楽を体験できる喜び、一緒に創りあげていく喜びを皆さん自身で感じてみませんか？

　こんなに身近な場所で、素敵な体験ができます。まだまだたくさんのプログラムを計画中です。

　今年で3回目を迎える富士山河口湖音楽祭！

参加する喜び、素敵な音楽を体験できる喜び、一緒に創りあげていく喜びを皆さん自身で感じてみませんか？

　こんなに身近な場所で、素敵な体験ができます。まだまだたくさんのプログラムを計画中です。

6月26日●土 午後７時開演

リレット(Vo)
with

森下滋(Pf)カルテット

ジャズコンサート 
フィーチャリング : 里見紀子(vn)

富士山河口湖音楽祭２００４

オープニングコンサート

♪河口湖ステラシアター小ホール

� ●リレット(ボーカル) ●森下滋(ピアノ)

� ●工藤精(ベース)　　　●三浦邦彦(ドラムス)

� ●里見紀子(ヴァイオリン)

� 　　　　　※フリードリンク

●富士山河口湖音楽祭

　中学生特別バンドほか2,3チーム

　出演予定

� チケット料金/全席自由　¥3,500
� チケット発売日/５月１日(土)10時より

� チケット料金 / 無　料

8月15日●日 午後2時開演

♪河口湖ステラシアター野外音楽堂

富士山河口湖音楽祭２００４

�吹奏楽団国内トップチームによる

� 野外コンサート
●東海大学付属

　　高輪台高等学校

●埼玉栄高等学校

●習志野高等学校

8月19日●木 午後2時開演

♪河口湖ステラシアター野外音楽堂

富士山河口湖音楽祭２００４

佐渡裕指揮

シエナ・ウインド・オーケストラコンサート
≪曲　目≫

レスピーギ

ローマの松

ほか

8月21日●土 午後5時開演

♪河口湖ステラシアター野外音楽堂

� チケット料金/全席自由　

大　人¥800　高校生以下　¥500
�チケット発売日/５月２９日(土)10時より

チケット料金/S指定　　 　　　¥4,000
　　　　 　A自由:大人　　 ¥3,000
　　　　　 A自由:高校生以下　¥1,500

チケッ
ト発売

日

10時よ
り5月29日
(土) チケッ

ト発売
日

10時よ
り5月29日
(土)チケッ

ト発売
日

10時よ
り5月29日
(土) チケッ

ト発売
日

10時よ
り5月29日
(土)

富士国際音楽祭　～中田喜直メモリアル「すばらしき自然とともに」～

ふれあいの合唱祭２００４夏ふれあいの合唱祭２００４夏

＝合唱祭のプログラム＝
第１部 : 「全国各地のうたごえと中田喜直の四季」

　　　　　－中田が作曲した四季の歌を全国の合唱団が披露する－

第2部 : 「童謡でつづる中田喜直の生涯」

第3部 : 「川田正子さんと歌いましょう」

エンディング : 「すばらしき自然とともに」

　　　　　　　　－合唱団の皆さん全員で歌います－

開催日時　7月3日(土)
　　　　　　開場　午後4時　開演　午後5時

主　　催　富士国際音楽祭、富士河口湖町
　　　　　　花とふれあいの合唱祭2004夏実行委員会

チケット料金

　大　　　人　　¥2,000　

　高校生以下　　¥1,000

チケッ
ト発売

日

10時よ
り5月29日
(土)チケッ

ト発売
日

10時よ
り5月29日
(土)
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http://www.mfi.or.jp/kawato1/   e-mail kawato1@mfi.or.jp

毎週月曜日・祝日 ［4日(火)・5日(水)］

館内整理日 ［28日(金)］

火曜日 大石分館読み聞かせ会

木曜日 午後３時～６時

午後３時～６時

0歳～3歳対象  25日(火) 10:30～

　　　　　  18日(火) 10:30～

河口分館読み聞かせ会 11・25日 16:30～

11・25日 16:30～

6・13・20・27日

11・18・25日

富士河口湖町立図書館　TEL &FAX 0555-73-3963

休館日

開館日

本館読み聞かせ会

●本館の2004年5月の予定●

●大石・河口分館2004年5月の予定●

しています！
★図書館ボランティア をさ

ん 募 集しています！★図書館ボランティア をさ
ん 募 集しています！★図書館ボランティア をさ
ん 募 集しています！★図書館ボランティア をさ
ん 募 集募 集

　富士河口湖町立図書館
では、図書館の仕事に興

味があり、ボランティア
として活動していただけ

る

方々を募集します。　　
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

�・参加資格・・図書館
に興味を持っている方で

、１８歳以上の方  　　
　　　　　　　　　　　

�

　・活動内容・・書架整
理や資料の配架（書架へ

の資料の返却や書架整理
）  　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　資料の
整理及び装備(新刊書や

寄贈図書を書架に配架す
るまでの装備

　・富士山・富士河口湖
町に関する新聞切り抜き

のファイル作成

　・募集期間・・平成1
6年５月１日～５月２５

日

　・申し込み方法・・「
富士河口湖町立図書館ボ

ランティア申込書」にご
記入の上図書館に提出し

て

　　下さい。

　●詳細を知りたい方、
興味のある方は町立図書

館までお問い合わせ下さ
い。（℡73-3963 ）

英語の絵本の読み聞かせ会が始まります

英語の絵本の読み聞かせ会が始まります

英語の絵本の読み聞かせ会が始まります　ボランティア「ブラウンベアー」の皆
さんによる英語の読み聞かせ会が始まり
ます。

　日程は、下記の通りです。　今までとは違う絵本の世界を感じるこ
とができることと思います。　皆さんのご参加をお待ちしています。

新着図書案内

▽親になる技術　　　　▽犬の頭がグングンよくなる育て方

▽ビジネス快話力　　　　▽アッシュベイビー／金原ひとみ

▽世界の神々の事典　　　　▽おブスの言い訳／植松　晃士

▽語り女たち／北村　薫　　　▽幽霊博物館／赤川　次郎

▽健康診断でここまでわかる！　▽４０歳からの転職術

▽ブラフマンの埋葬／小川　洋子　▽葉で見わける樹木

日本語

英 語
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第
８
回
「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
富
士
五
湖
場
所
」

　
　
　
　
出
場
者
募
集

富
士
河
口
湖
町
交
流
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

北
富
士
駐
屯
地
創
立
44
周
年
記
念
行
事

富
士
五
湖
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

�

　
　
　
　
　
第
12
回
定
期
演
奏
会

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法

　
　
　
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

◆
日
　
時
　
５
月
16
日 

(

日)
 

受
付
　
午
前
８
時
45
分

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
競
技
開
始
　
午
前
９
時
30
分

◆
場
　
所
　
河
口
浅
間
神
社
・
土
俵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

(荒
天
時
　
河
口
小
体
育
館)

◆
出
場
資
格
　
富
士
五
湖
地
域
に
在
学
す
る
小
学
１
年

　
　
　
　
　
　
か
ら
６
年
生

　(

全
国
大
会
へ
は
小
学
４
年
か
ら
６
年
生
の
優
勝
者)

◆
参
加
費
　
５
０
０
円

◆
参
加
方
法
　
申
込
書
に
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

◆
締
　
切
　
５
月
14
日(
金)
ま
で

●
問
合
先
　(

社)

富
士
五
湖
青
年
会
議
所
事
務
局

�

　
　
　
　
℡
24
‐
0
7
7
1
　f

a
x

22
‐
6
8
5
1

�

　
富
士
河
口
湖
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
町
体
協
バ

ス
ケ
専
門
部
）
は
、
左
記
の
と
お
り
、
一
般
を
主
な
対

象
に
し
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
な
く
て
も
、
ビ
ブ
ス
着
用
で
、
５

人
集
ま
れ
ば
参
加
で
き
る
気
軽
な
大
会
で
す
。
こ
れ
を

機
会
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
に
協
力
し
て
く
れ
る

方
も
合
わ
せ
て
募
集
し
ま
す
。
お
気
軽
に
、
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。�

◆
期
　
日
　
６
月
14
日
（
月
）
午
後
７
時
～
午
後
10
時

◆
場
　
所
　
富
士
河
口
湖
町
民
体
育
館

◆
参
加
対
象
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
好
き

●
問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会
内
（
℡
72-

6
0
5
3
流
石
）

◆
日
　
時
　
５
月
16
日
（
日
）

�

　
　
　
　
開
場
　
午
後
１
時
30
分
　
開
演
　
午
後
２
時

◆
場
　
所
　
妙
法
寺
・
本
堂

◆
演
奏
者
　
　
姜
小
青
（
中
国
古
箏
奏
者
）
ほ
か

◆
演
奏
曲
目
　
春
江
花
月
夜
、
ラ
ス
テ
ン
ペ
ラ
ー
テ
ー
マ
曲
、

　
　
　
　
　
　
　

異
邦
人
（
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
テ
ー
マ
）
　

　
　
　
　
　
　
　
な
ど

◆
参
加
費
　
３
５
０
０
円
（
全
席
自
由
、
限
定
150
席
）

●
問
合
せ
先
　
妙
法
寺
・
大
橋
　
0
9
0
‐
4
0
1
3
‐
9
6
6
4

�

◆
日
　
時
　
５
月
23
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
場
　
所
　
陸
上
自
衛
隊
北
富
士
駐
屯
地

◆
内
　
容
　
記
念
式
典
、
観
閲
行
進
、
訓
練
展
示
、
装
備

　
　
　
　
　
品
展
示
、試
乗
、
音
楽
演
奏
、
野
外
売
店
等

●
問
合
せ
先
　
北
富
士
駐
屯
地
広
報
室
（
84
‐
3
1
3
5
）

��
�

◆
日
　
時
　
５
月
29
日
（
土
）

�

　
　
　
　
開
場
　
午
後
６
時
　
開
演
　
午
後
６
時
30
分

◆
場
　
所
　
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

◆
内
　
容
　
組
曲
「
惑
星
」
よ
り
木
星
、
宝
島
、

　
　
　
　�

ニ
ュ
ー
・
シ
ネ
マ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
、
な
ど

　
　
　
　
　 

指
揮
　
深
澤
好
久

◆
入
場
料
　
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

●
問
合
せ
先
　
長
田
　
0
9
0
‐
4
1
7
0
‐
1
9
4
5

�

　
　
　
　
　
大
森
　
0
9
0
‐
1
4
0
1
‐
5
4
7
0

�
〈
応
募
方
法
〉�

　

　
・
作
品
数
　
３
首
以
内
（
大
会
当
日
ま
で
未
発
表
の
作
品
）

　
・
資
　
格
　
郡
内
在
住
者

　
・
受
付
期
間
　
５
月
20
日
（
木
）

　
・
応
募
料
　
１
０
０
０
円

�

・
用
　
紙
　
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
（
Ｂ
４
版
）
に

　
　
　
　
　
　
作
品
、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番

　
　
　
　
　
　 

号
を
明
記

　
・
提
出
先
　
大
月
市
御
太
刀
二
丁
目
11
の
22

�

　
　
　
　
　
大
月
市
文
化
協
会
事
務
局
・
郡
内
短
歌
係

　
・
選
　
者
　
三
枝
浩
樹

　
・
表
　
彰
　
大
賞
、
大
月
市
長
賞
他
、

〈
短
歌
大
会
日
程
〉

　
・
日
　
時
　
７
月
11
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
～

　
・
場
　
所
　
大
月
市
民
会
館
　
三
階
講
堂

　
・
内
　
容
　
表
彰
及
び
選
者
に
よ
る
講
評

　
問
合
せ
先

　�

実
行
委
員
会
事
務
局
　
大
月
市
駒
橋
一
丁
目
５
‐
16

�

　
　
　
花
田
規
短
男 

℡
0
5
5
4
‐
23
‐
0
6
6
0

�

◆
日
　
時
　
５
月
23
日(

日)

　
　
　
　
　
開
場
　
午
後
１
時
30
分
　
開
演
　
午
後
２
時

◆
場
　
所
　
船
津
地
区
公
民
館

◆
内
　
容
　
基
本
、
型
、
試
割
り
、
組
手
、

　
　
　
　
　
20
人
組
手
挑
戦(

池
川
初
段
・
小
澤
初
段)

●
主
　
催
　
極
真
会
館
　
大
石
道
場(

℡
73-

3
3
5
6)

　
県
で
は
、
５
月
24
日
（
月
）
か
ら
28
日
（
金
）
ま
で
、

「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
関
す
る
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
」

を
実
施
し
ま
す
。
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
調
査
期
間
　
５
月
24
日
（
月
）
～
28
日
（
金
）

◆
調
査
地
域
　
県
内
全
域

◆
パ
ト
ロ
ー
ル
対
象
　
左
記
の
工
事
を
行
っ
て
い
る
現

 
場
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

・
床
面
積
の
合
計
が
80
㎡
以
上
の
建
築
物
の
解
体

・
床
面
積
の
合
計
が
500
㎡
以
上
の
建
築
物
の
新
築
・
増
築

・
請
負
代
金
１
億
円
以
上
の
建
築
物
の
修
繕
・
模
様
替

・
請
負
代
金
500
万
円
以
上
の
土
木
工
事
な
ど

◆
パ
ト
ロ
ー
ル
の
ポ
イ
ン
ト

・
工
事
の
７
日
前
ま
で
に
市
町
村
に
届
出
を
し
て
い
る
か

・
木
材
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
を
適
正
に
分
別
解
体
し

�

て
い
る
か

・
現
場
か
ら
排
出
さ
れ
た
廃
棄
物
の
再
資
源
化
に
努
め

　
て
い
る
か

・
建
築
業
許
可
・
解
体
工
事
事
業
登
録
を
受
け
た
業
者

�

が
、
現
場
に
標
識
を
掲
示
し
て
い
る
か

●
問
合
せ
先
　
県
建
築
指
導
課

�

　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5
‐
2
2
3
‐
1
7
3
5

　
　
　
　
　
　�

f
a
x0

5
5
‐
2
2
3
‐
1
7
0
7

川
の
せ
せ
ら
ぎ
と
虫
の
鳴
き
声
の
如
く

�

中
国
楽
器
の
快
さ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
…
…
。

妙
法
寺
・
夜
来
香

第
２
回
郡
内
短
歌
大
会
　
応
募
者
募
集
！

第
７
回
極
真
カ
ラ
テ
演
武
会
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【
平
成
16
年
度
梶
原
林
作
基
金
の
ご
案
内
】

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

�

富
士
河
口
湖
町
地
域
の
芸
術
文
化
振
興
等
に
個
人
及

び
団
体
が
自
ら
考
え
取
り
組
む
下
記
の
事
業
の
経
費
に

対
し
、
助
成
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

■
対
象
事
業
　

　
１.
地
域
文
化
振
興
に
資
す
る
事
業

�

２.
芸
術
文
化
の
創
作
及
び
成
果
の
発
表
等

�

３.
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
事
業

�

４.
個
性
豊
か
で
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
事
業

■
対
象
期
間
　
平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
17
年
３

　
　
　
　
　
　 

月
31
日
ま
で
に
実
施
す
る
事
業

■
受
付
期
間
　
４
月
１
日
か
ら
年
５
月
31
日
ま
で

■
交
付
決
定
　
審
査
終
了
後
助
成
金
の
有
無
を
６
月
下

　
　
　
　
　
　
旬
頃
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
文
化
振
興
局
　
℡
72
‐
５
５
７
７

　
　
　
　
　
　
河
口
湖
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
内 (

火
曜
日
休
館
）

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ9

0
0
0

シ
リ
ー
ズ
内
部
監
査
員
養
成
講
座･

ワ
ー

ド
講
座(

応
用)
･

人
の
扱
い
方･

中
高
年
齢
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
座(

活
用)

･

第
二
種
電
気
工
事
士
技
能
試
験

準
備
講
座
・
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
実
際
な
ど
の
講
座
を

7
月
に
実
施
し
ま
す
。
　

●
受
付
・
問
合
先
　
都
留
高
等
技
術
専
門
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

43-

8
9
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　f

a
x

0
5
5
4-

43-

8
9
1
2

��
「PROTECTING  HUMAN  DIGNITY

　　－守ろう人間の尊さを－」

ヒューマニティキャンペーン

　　　  やまなし 2004

「5月は赤十字運動月間」です。

赤十字は皆様から寄せられた活

動資金 (社費) により世界で人

命尊重の活動を行なっています。

　皆様のご協力をお願いします。

日本赤十字社山梨地区

　　　　　　　　【上映会の日程】

�　　　　　　　　　5月16日（日）西湖公民館にて

�　　　　　　　　　　開場　午後6時30分　開演　午後7時

�　　　　　　　　　5月23日（日）富士河口湖町中央公民館

�　　　　　　　　　　開場　午後1時　開演　午後1時30分

�

　３７年前、台風による山津波で、死者・行方不明者94人という、戦後最大の犠牲者を出した足和田村災害。そ

んな悲しみを乗り越えて、自らの手だけで溶岩だらけの樹海を開拓、移住地を作った村民。

50年前の西湖の暮らし、そして災害、移住地開拓など貴重なフィルムに（当時西湖

にお見舞いに来られた、現・天皇陛下の映像もあります）、現代を加えた26分のド

キュメンタリー映画。富士の麓でささやかに、かつ

たくましく在り続ける西湖の歴史が、今ここに蘇り

ます。

�これは昨年秋、合併という新たな出発を記念して、

「温故知新」－西湖の有志で自主制作した作品です。

�

�昨年、足和田村内で上映会をしたところ大きな反響があり、他の地区からの要

望もあったので、この度は地元・西湖と河口

湖で上映会を催すこととなりました。上映後、

当時の関係者に思い出を語っていただき、亡

くなられた方々のご冥福を祈り、新しい町に

生まれ変わった西湖の、更なる発展を願う会

としたいと思います。

～過去と未来の架け橋・あの日の災害を乗り越えて～

－西湖Ｍｅｍｏｒｙ制作委員会－

ドキュメンタリー映画・「西湖Ｍｅｍｏｒｙ」上映会ドキュメンタリー映画・「西湖Ｍｅｍｏｒｙ」上映会

【上映会の内容】

　(1)　西湖区長のあいさつ

　(2)　ドキュメンタリー映画「西湖  Memory」上映 (26分)

　(3)　災害直後、復興時の村長・三浦茂孝さんにインタビュー

　(4)　他、西湖で災害を経験された方々にインタビュー

　(5)　大嵐・蓮花寺の住職さんによる説法

50年前の西湖、そこには茅葺き屋根が並ぶ平和な
村の営みがありました。「西湖メモリー」より

湖の北岸から樹海のある南岸に、「しら
ふじ」に乗って…「西湖メモリー」より

「おてんま」で移住地開拓をする
  村の衆－「西湖メモリー」より


